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大学における教育開発研究の立場から

阿 部 和 厚 (北海道大学高等教育機能開発総合センタ-教授)

(阿部) コンビュ-夕を使 って発表いたします｡

私は､ ご紹介に預かりましたように北大の医学部で解剖学が専門です｡形でものを考えるように,i二組､ら習性ができ

ています｡その中で､放送講座､映像でものを考える番組を作ってきたという流れがあります｡

レジュメに沿って実際の像を見ていただきながらお話 しします｡私は教育に関係 して3つの仕事を行ってきました｡

1つは放送講座に関係 してきたことです｡この放送講座は､番組を民間放送から放送 します｡大学の学問を 一般社会

に放送するわけです｡ここで問題になることは､--･般社会人がわかる表現ということです｡最近､学生がわかる授業

ということがよいと言われますOですから､番組を担当した先生方は学生がわかる表現と同 じ発想でものを考えるこ

とが身についてくるということで､個々の教員の教育の能力の資質を開発 していくことになります｡ もう1つは､医

学部のカリキュラム改革等を行ってきました｡それから､霜等教育研究 も平成3年ぐらいから関わってきて､全学的

な仕事をしてきまして､研究を通 じて改革案を実践にもっていくということを行ってきたわけです｡

今日の話 しでは､医学部でやってきた仕事､大学全休でやってきた仕事を紹介しながら､実際の現場にどのように

反映させていったか｡現場の人はどのように動いて､どういう改革が実際に行われてきたかというあたりに中心をEtl]+;lLI

きます｡

まず､医学郡で教員研修を行っていかなければならないことになりました｡ これほどこの大学も同じで､大学設置

の基準の大綱化が起こり､教養部と専門と心緒にカリキュラムを作っていく｡特に専門はできていましたが教養教育

を作っていかなければならなくなりました｡北海道大学には､大学弓‡体の理念の中にフロンティアスピリッツと関係

して ｢全人教育｣があります｡医学部であっても教養教育は非常に重要であるという裾 賢づけから議論が始まったわ

けです｡そこで､学部のカリキュラムを作るのですが､それまでは教養教育のことはあまり考えていませんでLたC

それで､医′､即 ほの 視点から教養教育の教員資質を開発 していくということになるわけです｡そうすると､とう L た ら
いいのかという方 向づけとともに､教員全体が共通の意識を持つ必要がある｡そして､合意の得られるカリキュラム

を作っていくことになりますO

そこで､FDをやろうと.これは､それまでなかったものを作るという意味では研究的な作業になるわけです｡F

Dに参加する参加者で科目を設計 していく｡学郡全体に反映させるために各講座からだれかを出してもらう｡学邦と

しての蔓安なことということで学部長を先頭に立てて進めて相談 し､FDを行うことになりました｡

第 1回のFDは平成 4年に行いました｡40人集めて5つのグル-プに分け､科仁ほ受計 Lます｡特に小グル-プ学習

を中心にする授業をどうするか､講座の壁を乗り越えて行う授業をどうするかということで､科に需設計を通 じて教育

のことを考える2泊311のFDでした｡ここで提起されたことを､さらにカリキュラム改勘 こ異体的に反映 し､判或

7年から実行となりました｡第2回｢封ま､実際のものが動きだしてから少 しずつ改T;f,-TPを加えていくということで平成

1(輝 に2泊3日で行いました｡医学部の教員には教養教育に関係する先生方は配誇琵されていませんが､全学の中で教

養教育に係わる1:巨勘ま当然 していか射 ナれはなりません｡教養教育をほかの先住から受けているので我々も提供する

義務があるということで､教養教育を中心にしてFDを行いました｡例えば医学郡からほかの学部へどういった授業

が提供できるかということも科鉦設計 しました｡第3回は例えば医学部とLてどのような生物の授業をやってほい ､

か考えました｡最近要求されているさまざま射 r13題､北大の医l:3･lIE狛 こ欠けている問題 も考える｡それから＼T;載12年に

は､医学の基本として必要なこと､例えばコミェニケ一一ション能力をつける科‡--1をどうするかということで授業設吉1

するということを行いました｡

FDの成果として､それまでとかなり違 う糾 い ､カリキュラムができまLた｡特に小グループ学習を中心としたカ

リキュラムがかなり行われてきました｡講座の先牡だけで行うのではなくて､隣の講座とも連携 した授業が行われる

ようになりました｡学郡のすべての科r持〕シラバスは同 じかたちで統 一されました｡シラバスは､概27-があり､捌勺㊤
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目標が表現され､15回の授業がどのように展開されるかが表現され､成績評価をどうするかということがすべて同じ

フォ-マットで表現されました｡教員個々でも学生中心に授業があるという考え方が身についてきました｡ほかの学

部への授業 も出されるようになりました｡例えば ｢ことばと医学｣｡これは､FDに出た法医学の教授が担当され､

それに私と言語文化部の教授をチームとして行います｡チームで行うということは､お互いに相談 しながらいい方向

へもっていこうということになります.さまざまな小グループ学習を入れた授業を行っています｡ これはあとでどデ

オで紹介 します｡

FDにより従来からの学問分野別のさまざまな科目でも小グループ学習方式が展開されることになってきました｡

学生を中心にして学!wl三がものをまとめ発表 しながら授業展開 していくというやり方が､かなり--･般的になってきまし

表 しますoディベ- 卜も行います｡こうしたさまざまなかたちの発表の方法で学びます｡教員はあとでア ドバイスす

るだけで､本質的なことは教えません｡学生が作っていく授業です｡また､講座の壁を越えたさまざまな授業が行わ

れるようになりましたし､新 しいニ-ズによって､例えば病院へiL七.かけていってさまざまなことを実践的に勉強する

ことも行っています｡医学部では苦からこのようなことが行われてきたのですが､特にこれが最近注目を浴びて､例

えば工学系ではインターンシップと言 っているものとほとんど同じです｡実践的技術を病院の現場で身につけていく｡

その身についたものを測る方法等 も行われるようにもなりました｡例えば臨床の授業が始まるときに､初めの2か月

は､内科学ばかり勉強 して､それからほかの科目を勉強するというような特殊なカリキュラムもできてきました｡iT

を活用する授業もできてきました｡
このように医学部では､FDによりさまざまな授業改革が行われ､実践的にさまざまな新 しい試みが動きだしたわ

けです｡ これは組織的な動きと各教官の意識改革とで支えられていることになります｡

私が兼任で所属 しています高等教育機能開発総合センターは､昔の教養部がなくなって教養教育を中心的に行って

いくセンターという位置づけですが､大学全体にかかわる教育を引っ張っていくセンターでもあります｡ここではさ

まざまな研究が行われてきました｡ これは1995年から始まったのですが､ここには､高等教育開発研究部､生涯学習

計E斬;lTljtt.tLl.J-ES､入学者選抜企画研究部の3研究部がありまして､専任の教官が3名ずつで9名おります｡さらに私のよ
うな兼任の郡長等がいて 卜数名の教官が所属Lています｡その教官とテーマ別のプロジェクト研究を毎年立ち ロブま

す｡プロジェクト研究には研究員という位置づけで適当な人材を大学全体の[巨から選びますO場合によっては大学の

外の人も入れたりしますOそこでディスカッションしながら､ある研究をし､報告書にまとめていく｡その研究は､

研究のための研究というよりは実践をするための研究､貝体化のための研究です｡異体的に実践につなげていくとい

うことを行います｡例えばレベル別教育の研究が行われ､ リメディカル教育が実際に始まっています｡

例えばコアカリキュラムの研究が2年行われ､これを委員会組織で作 られている全学教育部にわたされ､2年で具

体化にもっていき､今年から教養科目のコアカリキュラムが実践されましたoこの中で倫理教育の研究等も行われま

したし､芸術教育の研究等 も行われました｡これにより芸術科日として古楽の授業も始まりました｡日本の大きな総

合大学には芸術科目が欠けています｡教員養成大学には芸術科巨はミありますが､大きな大学では芸術がかなりおろそ

かにされていますので､芸術はコアカリキュラムの 1つであるという位置づけで始めたわけです｡

芸術では研究部の客員教員で来ていたマサチェ-セッツ大学の芸術センターの副センタ-長ジェンキンズ教授が音

楽の先生でしたので､何回か音楽のデモ授業を行ってもらいました｡企画から学生に参加させました｡音楽をするの

も学生です｡ですから､音楽の専門家がいなくてもできます｡OBによる演奏をいれたり､その辺で演奏 していた上

手な学三Lを連れてきてライブをいれた授業をする｡ ジャズの歴史について学ぶOあとで打ち上げのパーティもありま

す｡こういった授業は本当にやりだすと人気の授業になるだろうと思います｡芸術科日は創造性を養うというところ

では､総合大学としては非常に大事な科l封こなるだろうと考えています｡

北大では教育理念の中にフロンティアスピリッツというのがあります｡北海道は自然に恵まれた広いところという

ニェアンスがあって､全国から学生が集まります｡ですから､そのことを支援する授業が必要になります｡というこ

とで 5年前から､演習林､牧場､練習船を活)柄-る合宿の授業を試 しで始め､これを平成14年からは正規の授業とし

て本格化 しようとしています｡それから､ITを使 う授業をやっていこうという研究をL､ ホームページを活用する

ような授業が始まっています｡

-179-



lll郁大′'3Ilh')/T3教育研究第7q

また､北大は大学院動封 ヒ大学ですので､大学院としても総合大学性を活かしていきたいということで､大学院の

共通授業を研究 し､昨年から大学院共通カリキュラムが立ち 上がっています｡

対人コミュニケーション｡模擬演技者｡ これは医学部でよく使われていますが､患者を演じる人を養成 してさまざ

まな実習をするということを実際に開始しました O

現在の学!日ま論理的な文章を書く力が弱い｡ですから､これを研究 し､それをカリキュラムの中に入れ､マこェア

ル化しています｡

入試の改隼の研究からは､AO入試が始まりました｡

教員の教育業績評価の方法を研究 し､去年から実施 していますO

その中で､ブイ-ル ド研究の場での4泊5日の合宿授業について紹介 しますo農学部の牧場では､/AJ-f-1学生が牛の

直腸診を体験 します｡土を勉強 します｡森を勉強 します｡そこで生きている動物を勉強します｡ こうして環境を考え

ることになります｡そうすると､地球全体を考える､世界全体を考えることになります｡また､水産学部の練習船を

利用します｡船に乗ってさまざまなことを勉強 します｡海の′島を見るとか鯨を見る方法を勉強 し､プランクトンを採

取 して勉強 し､漁船に乗せてもらって漁を体験 し､さし網で魚をとり､その魚の/分類をする｡これだけではなくてtJi

分たちで考えて課題をみつけ､それをグループで研究 して発表するということを必ず入れます｡演習林では､冬に､

スキ-で森林を歩き､森のこと､そのほかさまざまなことを勉強 します｡木を切り倒 して本について考えます0年輪

の勉強もします｡そして､学/-LA.が〔圭闘勺にさまざまなテ-マを考えてブル-プ学習をL､発表する｡やはり地球のこ

とを考えることになります｡こういう体験からいろいろなことを勉強することになります｡

また､FDとしては､小グル-プ学習方式のFDをさまざまなかたちで行っていますOよそからやってきた新 しい

先生とか昇任 して助手になった先/W-1三方を対象にして新任教官研修を行っています｡ ここでは必ず小グル- プ 学 習 方 式

のディスカッションを入れます｡TA研修｡TAというのは先生の単なる手伝いではなくて､教育者の卵というよラ

な位置づけです｡そのために教育の方法論を知る必taI-があるということで､TA研修を行っています｡ ここでも小グ

ル-プ学習方式の学習をします｡全学的なFDは医学郡に比べて遅れたのですか､1泊2日で行っています｡北海道

の大学の教員を集めたIDEの研修でも､小ブル-プ学習方式のディスカッションをします｡ このようなことでFD

を通 じて小ブル-プ学習方式が多くの教員にかなり身についてきます｡

実際に合宿FDでは､ある大きなテ-マを;/て ､その中に5つぐらいの貝休的な小テーマを＼ンて ､ここで授業没F言1

をします｡例えば大人数教育の講演型授業をどうするか｡】Tを活 用する授業をどうするか｡ そのための典型的な例

をどのように具体化するか｡そのように､それぞれの会で具体的な授業設計するということで､使い物になる授業が

ここで提案されていきます｡

私どもが全学で合宿型で行っていますFDは北大方式と呼ばれるようになりました｡総長を中心にして普段着で行

われます｡全体の集まりは寄 り集まって席が巨=三日に移動できるようなかたちで行います｡各ブル-プはあるテーマに

基づいてKJ法等でまとめ､それを 1時間ほどの作業で発表できるかたちにし､全体に発表します｡そしてディスカッ

ションします.このような発表が全グループで 1時間かかります｡ このように2時間ぐらいのセットで進められ､1

泊2日で何軒青銅 をゝ行 うというかたちです.それによってさまざまな教育の基本的なことが理解され､授業力が改善

されますo この体験を活かして学部で同 じようなFDをする学部が出てきます｡各学郡のシラバスも､ここで学んだ

ことを取 り入れて､典型的なシラバスに変えるということが起こってきます｡葺嗣1三は､全学のシラバスも､数千の科

巨利こついて同じフォーマットで変えていくことが行われて､データベース化 しています｡こうして小ブル-プ学習の

授業が行われるようになり､全学教育のコア ｡カリキュラム化がされてきました｡

FDでは概念だけでは前進につながりにくいと考えています.異体的な問題を摂 りロブて実践的にディスカッショ

ンしてモノを作っていくことを考えます｡研究も､理論よりは何をやりたいか､何をしなければならないかを駁 り上

げて､実践的に改善につなげるようなことを行っていきます｡研究員制度 もうまくいっていると思います｡研究員に

なりますと､教育についてのディスカッションをかなりの回数することになりますので､それぞれの教員の教育意識

改革が進むことになります｡FDは講演型ではなくて体験型が効果的です｡このようなことで教員の 資 質 が 向上し､

小ブル-プ学習方式の授業がさまざまなかたちで進められてきました｡

最近､課題探求能力育成ということが盛んに言われていますが､小グループ学習授業はまさにこういったことにあ

lN1--
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たるのだろうと考えています0 i-学邦ではデザイン型授業､紬或型授業が必要だと言われていますが､それは小グルー

プ学習方式で｡摘巨であると考えています し､小グループに/分けてさまざまな役割を分担 しながらグループの中でお互

いにi沼 野をもちなが ら創造的にモノを作るということを学/日こさせますoそれから必ず現場に出させます｡アメリカ

では1nquiry方式 と言っていますが､現場や社会で詫牲森を しなか らさまざまなことを体験 し学/生の学習力を ロブてい

くというものです｡

例えは医学邦の ｢医学の研究方法を科学する｣ という科Hでは､研究のやり方を勉強することになりますOグル-

プに/))かれて勉強 して研究室に調査に行きますo これをコンビュ-夕に入れてホームページを作 ります｡ホームペー

ジを使 って発表 します｡学_/卜は各グループでホームページを作 り､ホ-ムペ-ジ 巨で双方向性のディスカッションも

行えるようにしています｡ これは北大の医学部のホームページか ら見ることができます｡

入学 してす ぐ始まる ｢医学概論｣という授業は､基本的には医学を学ぶだけではなくて､入 ったはかりの学生がい

ま何を勉強 しなければならないのかを身をもって感 じる授業ですOディスカッション中心です｡初めは∠ま〔)分 ぐらいビ

テオを見て 討論 して最後にレポー トを書きます｡ グループでテーマを出し合って､現場にuj.て研究 し､発表 します｡

こうLてみるといまの学/日ま非常に能力があることがわかりますoおそらく片の学生よりはるかに能力があります｡

医′'i:二の歴史では､いま学ぶことの歴史感を身につけていく｡45分発表する｡歴史 Lの人物紹介､時代背景､現在ま

でのi沼野､EJl/))たちの考えを発表 して､最後に討諭 します｡将来彼 らが活躍する20年後はどうなるかを 銅 川していく｡

こんなことか ら歴史感を身につけることが卜描くJですo ここではiitTl妾惜]_の発表が Lはしぼでてきます｡ こちらで言わな

くても学 圧が自/jiたちで ｢夫 し､非常に 上手な発表を しますO クラスの学/日ま､おそらく先生の授業よりはるかに集

中 して聞いています｡

授業､教育改隼へは2つの方向があると考えています｡ ]つは､大学として早急に取 り組むべき重要な問題は l二の

方からサポー ト体制がないと動 きにくい｡ 日本の大学の/jL;/i-:_は教育改隼をすんなり受け入れない傾向がありますので､

ボ トムアップ的な改jl栂 ミ必要だろうと考えています｡

このように北大はさまざまな改jt]摘､貝体的に動いていますO これがうまくいっているかどうかはさておいて､いろ

いろな動 きが起 こっているという実践例を紹介LましたO

どうもありがとうございました 川 ‡手)｡

(荒木) ありがとうこざいまLた｡ この講満について特におlF机､したいということがこさいましたら｡

(橋本) 岡山大学の橋本です｡大変たくさんのglTll味深い事例ですか ら､尋ねたいことは山のようにありますが 仁点

だけ学/i:_の多様化に対 して北大がj鋸〕組まれているリメディアル教育｡ ご記憶の範囲内でご紹介願えればと思います

が､どういう学生が入 って くるかに対 して大学が責任ある対応をどのようにするかということは､非常に重要なポイ

ントだと思いますが､すでに2()00年から本格的に実施されているということですので､どういう内容で､ 専任教員白

身が担当されているのか､コマ数としてどのくらいのものが設定されているのか､おわかりの範囲内でご紹介願えれ

ばと思います｡

(阿部) これはまず試 しから始まったのですが､特に物理が問題で したO物理をやってこない学/i:が､学机で物理

が必修になっていて､現状でついてこられないということで､難 い ､クラスと難 しくないクラスに分けて始めました｡

去年からカリキュラムに入れて 2群に分けて行っています｡同様のことを生物でも行 っています｡ もう1つは､名誉

教授に登場願 って､図譜館の質料､映像質料､放送大学の質料等を使いながら個人指導のかたちで リメディアル教育

を行 っています｡ この2つの方向で打 っていますo

(橋本) -一番尋 ね たいのは､高校 の 内 容 ま で 踏み込んでやっているのかですが0

(阿 那 ) 高校 の 内容 は当然把握 していますが､物理 と化学は､担当教員に共通のカリキュラムでやっています｡そ
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この中で高校のカリキェラムを認識しながら易しく教えるというクラスをつくっていますが､ゴールの高さは違って

くると考えています｡

(荒木) 休憩を先に挟みますので､ ご質問をもう1件お受けします｡

(谷[]) 鹿児島大学の谷口ですO研究成果をインタ-ネットで公表される計画で､すでに発表されているわけです

か｡ここで発表されたこれからのプログラム内室ですが｡

(阿部) 私たちは ｢高等教育ジャ-ナル｣を持っていまして､これを全国に2,000部 くらい 配 付 していますoその

ほか高等教育開発総合センタ-のホームページからジャ-ナルの中を見られるようになっていますので､参考してい

ただければと思います｡

(荒木) ありがとうございました (拍手)0

私どものセンタ-の田｢掩護実から話をする予定でしたが､時間がたちましたので10分間休憩したいと思います｡
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